
















Management of a mild concussion in American football
‾Proposal of an emergency protocol about head and neck injuries in American football-
NISHIMURA Shinobu
Summary
Head and neck injuries have not been often occured in a daily living; however, some catastrophic injuries
have been occured for the history of American football (AF).
The purpose of this study was to understand about traumatic head injuries ， especially focused on a mildconcussion,
 with reviewing research papers and  journals published. To manage a mild concussion in AF wasto decrease a possibility of brain injury-related fatalities. such as a subdural hematoma. The specifichypothesis addressed was to propose an emergency protocol
about head and neck injuries in AF.
Some of student athletic trainers or ine χperienced trainers were sometimes confused about themanagement of a mild concussion. It was because protocols of basic life support (BLS)and concussion werevery similar.
 This protocol proposed by author was made to resolve the point. But it is one of the ways tomanage
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造）を貫通し，橋渡しのような状態で存在する架　　 報告が行われている5.6.12-16)。その中で,  2003年に
橋静脈が，頭部への回転加速度などの外力が加　　Cantu らによる米国のアメフト競技中に発生した
わったことにより，脳の広い範囲に伸展や圧縮な　　 死亡事故に関する1945－1999 年（55年間）の統計
どの剪断力が生じて架橋静脈が破綻（断裂）する　　 調査報告16)によると，死亡事故件数は497 件 であ
ことを言う。そ れにより，脳を覆う硬膜の内側　　 り，そのうち硬膜下血腫が429 件と全体の86% を
（下）に出 血 が停 留 し，硬 膜 下 血腫 が 発 生 す　　 占めていた。この55年間に米国アメフト協 会は，




が，その実際の認識 と対応策は非常に多 くのス　　 なった14-1‰ しかし，重症例の発生率は高校 選手
ポーツ現場で働くドクターやトレーナーが難しい　　 において最も多く，プロ選手では極めて少 ないの
と感じているのが現状である≒　　　　　　　　　　 が現状である≒ 一方，日本で は,   1991-2003 年
本研究では，アメリカンフットボール（以下ア　　 の13年間に関東学生アメフト連盟へ報告されたア
メフト）現場で引き起こされた頭部外傷，脳振渥　　 メフト競技中に発生した重症頭部外傷事故 件数
を中心に，学術雑誌等に掲載された論文より，脳　　 は，20 件（死亡3 件）であった13)。そのうち18件
振渥に関する認識と対応策について把握し，その　　 が，急性硬膜下血腫であった13)。現場から報告さ
結果 より現場における頭部外傷の緊急対応のフ　　 れる重症例の多くは，脳挫傷を伴わない単純型の
ローチャートについて提案することを目的とす　　 急性硬膜下血腫である5几 死亡事故件数で みる
る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 と，日本は少ないように思われるが，アメフト競
技人口の観点から考えると，日本はアメフト発祥2.














てお り，また1 試合 あ たりの発 生件 数で みる








ン（以 下DL ）（29件12.3% ）,ラ イ ン ハ ッ カ ー
（以下LB ）（24件10.2 ％）オフェンスライン（以
下OL ）（13件5.5 ％）,他であった≒ 受傷機序と
して,   DB の選手がランプレイ中にRB 又はWR
を1 対1 でタックルした時に発生するケースが最


















が重なり合うことにより,   DB の脳振凱の発生率
が高くなったと思われる。 DL,LB,OL のポジシ ョ
ンは，パワーポジションと呼ばれ上記の3 ポジ シ
ョンに比べて，相撲の立ち会いのようにコンタク






とLB がOL より多い理由には，戦術 的に 攻













）小委員会は,  1996年のAnnual meeting
にて，スポーツ現場における脳振徴を「外傷によ























































































































と し て 機 能 し た も の で は な か っ た。 し か し ， 脳 振
畳 の 程 度 の 分 類26)   （表3 ） に よ り， 意 識 喪 失 の 有
無 ， 精 神 活 動 の 混 乱 ， 混 乱 の 持 続 時 間 の3 項 目 に
よ る 評 価 で 脳 振 渥 の程 度 につ い て 分類 が 出 来 る よ
う に な っ た 。 簡 便 で 非 常 に 分 か り や す く， ド ク
タ ー が 現 場 に い な い 状 態 で あ っ て も， ト レ ー
ナ ー， コ ー チ な ど に よ る 評 価 が 可 能 と な り ， 現 場
で の 迅 速 な 対 応 が 出 来 る 目 安 と な っ た。 今 日 に お
い て も非 常 に有 用 な 判 断 基 準 と な っ て い る 。
ス ポ ー ツ 現 場 （ サ イド ラ イ ン） に て す ぐ に脳 振
逡 と 疑 わ し い 選 手 に 対 し て， 脳 振 盛 標 準 評 価 表(Standardized
Assessment of Concussion : SAC テ ス
ト 戸 （表4 ） を 用 い て ， 客 観 的 に 評 価 す る こ と
が 可 能 と な っ た≒ 精 神 機 能 テ ス ト ， 身 体 機 能 テ
ス ト ， 神 経 学 的 テ ス ト の3 つ の検 査 項 目 か ら 構 成
さ れて い る 評 価 法 で あ る 。 ま ず ， 精 神 機 能 テ ス ト
で は ， 今 が い つ で ， 自 分 か ど こ に い る の か 等 の
“ 見 当 識 ” に つ い て ， 連 続 す る 数 字 を 記 憶 さ せ ，
そ し て そ れ を 復 唱 さ せ る の で は な く 逆 唱 さ せ た
り ， 米 国 で は 月 の 名 前 の 逆 唱 ， 日 本 で は 曜 日 を 逆
唱 さ せ た り す る “ 集 中 力 ” に つ い て ， 最 近 の 話 題
や3 つ の 単 語 （例 え ば ， ね こ ， り ん ご ， 電 車 な
ど ） を そ の 場 で 記 憶 させ ， す ぐ に 復 唱 させ ， そ の5
分 後 に再 度 復 唱 さ せ た り す る “記 憶 ” につ い て
で あ る 。 次 に， 身 体 機 能 テ ス ト で は ， 異 常 所 見 を
誘 発 さ せ る こ と を 前 提 と し て お り ， す で に 頭 痛 や
め ま い 等 の 症 状 が あ る 場 合 は ， 絶 対 に行 わ な い 。40
ヤ ー ド （ 約36 メ ート ル ） 走 ， 腕 立 て 伏 せ 等 を 行
い ， 脳 振 朧 症 状 が 見 ら れ る か ど う か につ い て 評 価





















が っ た時 や頭 の 位 置 が 変 化 し た時 に症 状 が 現 れ る
こ と が あ る。 最 後 に ， 神 経 学 的 テ ス ト で は ， 瞳 孔
の サ イズ や対 光 反 射 の確 認 を 行 い ， 意 識 障 害 や 脳
障 害 の 有 無 ， 指 鼻 指 試 験 や つ ぎ足 歩 行 に よ り， 協
調 運 動 が ス ム ー ズ に 行 う こ と が 出 来 る か ど う か に
よ り小 脳 性 運 動失 調 の 有無 ， 指 鼻 試 験 や ロ ンペ ル
グ 試 験 に よ り 深 部 感 覚 障 害 の 有 無 の 確 認 を 行
う‰ もし 脳 振 畳 症 状 が 確 認 さ れ た 時 は ， も う 一
度 時 間 をお い て 経 過 の観 察 を 行 い ， 再 度 始 め か ら
テ ス ト を行 う 。 症 状 が 確 認 さ れ なけ れ ば ， 試 合 又
は 練 習 に復 帰 で き る 流 れ を つ く る 。 こ のSAC テ
ス ト の 中 で ， 特 に 精 神 機 能 テ ス ト の 見 当 識 の 項 目
にお い て は ， 有 意 に受 傷 後 に 低 下 す る こ と が 確 認
さ れ て お り， 認 知 機 能 評価 法 とし て の 有 用 性 につ
い て 実 証 さ れ て い る36.37)。
ま た2005 年 に 新 た に脳 振 畳 を受 傷 し た ス ポ ー ツ
選 手 を 評 価 す る た め に 標 準 化 さ れ た 評 価 法
（Sport Concussion Assessment Tool : SCAT ） が 報 告
さ れ， そ の 改 訂 版 と し てSCAT2 が2008 年11 月 に
ス イ ス ・ チ ュ ーリ ッヒ で 開 催 さ れ た 第3 回 国 際 ス
ポーツ脳振渥学会の場で制定された37,38)。 10歳以
上の選手に も用いることがで きるこのSCAT  2
は,   SAC テストのスコアと自覚 症状などに関す
るマドックス質問表のスコアを合わせて，点数化
す る評 価 法 であ る。国 際 フ ット ボ ー ル 連盟(FIFA),
  FIFA の独 立研究機 関で あるF-MARC(FIFA
医療評価研究センター)，国際アイスホッ


























2週 間経 過 観 察を行 った 後，3
週 間 目 に 症 状 が 完 全 に
消 失し ている場 合 に 限り復
帰可 能






















症状は様々であるが,  1 週間程度脳震渥後に症状





重篤 な状態 に陥 るセカンドインパ クト 症候群(Second
Impact　Syndrome) に関する報告 も多





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































の選手を丸太（LOg ）を回転（ROI1）させるよう　　　 対して，正しい知識を学ぶ啓発活動が重 要であ
にゆっくり仰向けにする，ログロールと呼ばれる　　　 る。
テクニックで対応する必 要があ る。当然，ド ク　　5 ）2000年以降，脳振渥に対する関心が高 まり，
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